
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐日外交団の地方視察ツアー 
（福島県こおりやま広域圏）の実施 

２０年ぶりのメダルをもたらしたホストタウン交流 
                 （神奈川県茅ヶ崎市と北マケドニア）  

グローカル通信1月号 
～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

外務省地方連携推進室 

 第15５号 令和４年1月４日 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は2月1日の予定です。グローカル通信に是非
ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は、gaimu-renkei@mofa.go.jp 

詳細 

詳細 

詳細 

★地方連携推進室から 
・外交実務研修員からの寄稿（栗木外交実務研修員） 
・外交実務研修員からの寄稿（久保外交実務研修員） 

詳細 

茅 
ヶ崎市が北マケドニアのホストタウンに決定した時、殆ど
の茅ヶ崎市民は、「北マケドニアってどこ？」と思ったかも
しれません。 
ホストタウン登録後は、茅ヶ崎市における北マケドニアに

関する展示会の開催や食文化の紹介を通じて同国の魅力は徐々に
市民の心を掴み、茅ヶ崎市中学生が北マケドニアのビトラ市で開催さ
れた絵画コンテストで授賞し、コロナ禍で東京大会出場選手との直
接の交流が難しい中、市を走るコミュニティバスに選手をラッピングす
る形でエールを送るなど、多彩な事業を行ってきました。その結果、今
では「茅ヶ崎で北マケドニアを知らない人はいない」というぐらいに
なったようです。 

ビトラ絵画コンテスト授賞式  茅ヶ崎市を走るラッピングバス  

詳細 

「 

こ 
おりやま」と聞いて何が思い浮かびますか？おいしい果
物・お酒の産地としてはもちろん、次世代エネルギーの
研究、最先端医療技術の集積地としても知られていま
す。令和３年１１月２５日及び２６日、外務省と福島県郡

山市は、駐日外交団を対象とした視察ツアーを実施しました。１３か国
より１４名が参加し、東日本大震災から１０年となる福島県の復興の姿
を見て頂きました。上杉外務大臣政務官も駆けつけ、一行を歓迎しま
した。 

参加者を歓迎する上杉外務大臣政務官 産業技術総合研究所福島再生可能エネルギー研究所 

北マリアナ諸島サイパン市と千葉県香取市

との姉妹都市協定署名について           

ｌｌ            （在サイパン領事事務所） 

２ 
０２１年１０月２９日、千葉県香取市

と北マリアナ諸島サイパン市との間

でオンラインによる姉妹都市協定

が署名されました。香取市とサイパ

ン市の間には、サイパンにある香取神社の再建

を契機に長く交流を温めてきたという経緯があ

ります。今回は、在サイパン領事事務所の小野

所長から、新型コロナウイルスにより往来が限

られる状況下における関係者の皆様の熱意と

努力の様子を紹介いたします。今後とも様々な

交流を通じて両市の関係がより一層深まること

が期待されます。 詳細 

香取神宮訪問 

姉妹都市協定署名式典の様子  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003778.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page24_001592.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003777.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003788.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003789.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地方連携推進室ツイート・ザ・べスト★ 
（期間：11/16～12/15）  
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 地方連携の取組：スイスの方に「日本祭り」を 
楽しんでいただきました！（在スイス日本国大使館）                                                                                                                    

詳細 

 

GKI（岐阜県人会インターナショナル）を通じた国際交流（岐阜県）  

詳細 

しますので、どなたでもご自由にご参加下さい。 

たな「国際交流」を考えたいが、何から始めれば？」「大がかりで 

なくても、何ができるかまず相談してみたい・・」とお考えの自治体 

・大学ご担当の皆様。ポートランド領事事務所が今一番オススメする 

米国都市アイダホ州・ボイシー市についてのご紹介です。日本時間 

１月２７日（木）午前９時～１０時、経済文化担当領事と州立大学教授、市役所職員 

が、日本語で今後のボイシー市や大学との交流の可能性について座談会形式でお話 

笑 
顔物語る、両市の友好の絆。 
今回は、山梨県韮崎市と米国カリフォルニア
州フェアフィールド市が姉妹都市友好提携
50周年を記念して開催されたオンライン交

流を紹介したツイートに最も注目が集まりました。 
 毎年、両市間では高校生による相互訪問、ホームステイ
事業が行われ、また、5年ごとを節目として親善使節団の
派遣受入事業も行われてきています。コロナ禍において
は、そうした事業がオンライン形式で実施され、友好関係
が継続されています。桃や葡萄が特産の両市。絆が益々
熟していきそうです。 

【#SisterCity】Congratulations    on the 50th anni-
versary of friendship    . Both cities, which have  
as spesialties in common, are continuing fruitful 
exchanges      @usembassytokyo 

#韮崎市(@nirasakicity)と  フェアフィールド市が 
姉妹都市提携50周年    
    が特産の両市の実り豊かな交流 

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

ス 
イス・ベルン市で2021年9月に開催された「第2回日本祭り」。

2,500名超もの来場者で賑わう中、在スイス日本大使館が地方連

携の取組を実施！スイス代表選手にホストタウンの兵庫県豊岡市や

静岡県富士市での印象等を披露してもらった東京2020大会の帰

国報告会の開催や、浜松市とベルン市の草の根交流の取組の紹介、福島県など各

地の魅力を紹介する情報コーナーの設置などが行われました。大盛況の模様をご覧

ください。  

男子フェンシングのシュテファン選手（左）と 
女子柔道のコッハー選手（右） 

「第10 回浜松市とベルン市の 
絵画交流展」表彰式 

G 
ifu Kenjinkai Internationalの頭文字をとってGKI。「岐阜愛を繋ぐ！」を合言葉に、2021年5月に世界25の岐

阜県人会が世界と岐阜を繋ぐ架け橋として一致団結するために設立された組織です。オンラインでの定例会開催

を始め、「岐阜の若者に海外に目を向けてもらう」を目的に、県内の高校等において、会員が自身の海外経験など

を踏まえ、グローバルな視点で講義を行うオンラインセミナー、通称「ギフセカプロジェクト」のといった取組も。岐阜

県のバックアップのもとで、岐阜に会員が集結する世界大会開催が予定されるなど、更なるグローバルな展開へ向けた今後の取

組にも大注目です！ 

GKIロゴマーク GKI設立総会 

詳細 

詳細 

「 

https://twitter.com/LocalMofa/status/1468414003693371393
https://twitter.com/LocalMofa/status/1468414003693371393
https://twitter.com/LocalMofa/status/1468414003693371393
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003786.html
https://www.portland.us.emb-japan.go.jp/files/100277523.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003787.html

